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～「子や孫の世代が住んでよかった子や孫の世代が住んでよかった

と思える元気な島と思える元気な島」実現へ～

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
町
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解

と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
は
「
甲

き
の
え
た
つ

辰
」
の
年
で
す
。

　

甲
の
象
徴
と
す
る
大
木
の
よ
う
に
、
力
強
く
、

堅
実
に
、
ま
た
辰
の
象
徴
す
る
龍
は
縁
起
の
良

い
伝
説
の
生
き
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
今
年
は
、
喜
界
町
が
未
来
に
向
か
っ
て
進

む
た
め
の
堅
実
な
基
盤
を
作
り
、
地
域
の
文
化

や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
魅
力
を
活
か
せ
る
よ

う
な
施
策
を
す
る
こ
と
で
、
皆
様
に
と
っ
て
良

い
一
年
と
な
る
よ
う
邁
進
す
る
こ
と
を
強
く
決

意
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
奄
美
群
島
日
本

復
帰
七
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
喜
界

町
を
含
む
群
島
内
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
無
事

開
催
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
賑
や
か
な
１
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、

併
せ
て
、
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
先
人

た
ち
の
歴
史
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
繋
げ
な
け
れ
ば
と
い
う
責
任
を

強
く
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

政
策
面
に
お
い
て
は
、
島
の
未
来
特
別
応
援

給
付
金
制
度
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
通
じ

て
、
子
育
て
環
境
の
充
実
と
安
心
感
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
も
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
を
通
じ
て
政
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
第
一
次

産
業
、
特
に
畜
産
業
は
現
在
厳
し
い
状
況
に
直

面
し
て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
、
更
な

る
支
援
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
サ
ト

ウ
キ
ビ
や
園
芸
、
畜
産
な
ど
の
農
業
全
体
の
振

興
や
防
災
、
教
育
の
充
実
、
環
境
保
護
な
ど
、
様
々

な
課
題
解
決
に
対
し
て
も
、
地
域
脱
炭
素
を
通

じ
た
政
策
実
現
性
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
面
で
も
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
島
の
魅
力
を
前
面
に

発
信
し
、
地
域
の
観
光
資
源
を
最
大
限
に
活
用

す
る
た
め
、
サ
ン
ゴ
の
恵
を
活
か
し
た
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
な
ど
島
な
ら
で
は
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
交
流
人
口
の
増
加
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
本
年

も
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、

皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
幸
多
き
一
年
に
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

喜
界
町
長

　
　
　
　
　
　
　

隈
崎　

悦
男

謹賀新年
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町
民
の
皆
様
、
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
の
令
和
５
年
は
前
年
に
引

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
の
令
和
５
年
は
前
年
に
引

き
続
き
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世

き
続
き
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世

界
的
な
食
糧
、
肥
料
、
飼
料
等
の
値
上
げ
に
歯
止

界
的
な
食
糧
、
肥
料
、
飼
料
等
の
値
上
げ
に
歯
止

め
が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
和

め
が
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
和

牛
子
牛
の
セ
リ
価
格
が
下
落
し
て
お
り
、
本
町
の

牛
子
牛
の
セ
リ
価
格
が
下
落
し
て
お
り
、
本
町
の

畜
産
農
家
は
大
変
な
危
機
的
状
況
で
あ
り
ま
す
。

畜
産
農
家
は
大
変
な
危
機
的
状
況
で
あ
り
ま
す
。

国
、
県
、
町
の
支
援
策
が
急
か
れ
る
状
況
で
す
。

国
、
県
、
町
の
支
援
策
が
急
か
れ
る
状
況
で
す
。

　

町
和
牛
改
良
組
合
も
、
独
自
に
和
牛
肉
の
需
要

　

町
和
牛
改
良
組
合
も
、
独
自
に
和
牛
肉
の
需
要

促
進
と
、

促
進
と
、
1010
月
に
開
催
さ
れ
た
第

月
に
開
催
さ
れ
た
第
1919
回
大
島
地
区

回
大
島
地
区

肉
用
牛
振
興
大
会
の
総
合
優
勝
の
報
告
を
兼
ね

肉
用
牛
振
興
大
会
の
総
合
優
勝
の
報
告
を
兼
ね

て
、
て
、
1212
月
９
日
に
Ａ
コ
ー
プ
の
特
設
ブ
ー
ス
で
喜

月
９
日
に
Ａ
コ
ー
プ
の
特
設
ブ
ー
ス
で
喜

界
島
か
ら
出
荷
さ
れ
た
子
牛
の
肥
育
牛
を
１
頭
買

界
島
か
ら
出
荷
さ
れ
た
子
牛
の
肥
育
牛
を
１
頭
買

い
戻
し
て
鹿
児
島
黒
牛
の
試
食
会
兼
、
大
特
売
会

い
戻
し
て
鹿
児
島
黒
牛
の
試
食
会
兼
、
大
特
売
会

を
開
催
し
大
盛
況
で
し
た
。

を
開
催
し
大
盛
況
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
年
の
干
支
の
甲
辰
は
、
力
強
さ

　

と
こ
ろ
で
、
本
年
の
干
支
の
甲
辰
は
、
力
強
さ

や
成
功
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
始

や
成
功
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
始

ま
り
や
チ
ャ
ン
ス
の
兆
し
と
考
え
ら
れ
て
、
大
き

ま
り
や
チ
ャ
ン
ス
の
兆
し
と
考
え
ら
れ
て
、
大
き

な
成
果
が
期
待
出
来
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言

な
成
果
が
期
待
出
来
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
農
業
の
要
で
あ
る
サ
ト

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
農
業
の
要
で
あ
る
サ
ト

ウ
キ
ビ
と
畜
産
が
益
々
発
展
で
き
る
よ
う
、
み
ん

ウ
キ
ビ
と
畜
産
が
益
々
発
展
で
き
る
よ
う
、
み
ん

な
で
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
で
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
本
町
に
と
っ
て
、
皆
様

　

最
後
に
、
新
し
い
年
が
本
町
に
と
っ
て
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
も
実
り
あ
る
１
年
に
な
る
こ
と
を

に
と
り
ま
し
て
も
実
り
あ
る
１
年
に
な
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
し
て
、
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
と
い
た

祈
念
し
ま
し
て
、
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

喜
界
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

榮　

哲
治

～喜界島の明るい

　　　　　未来を願って～

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
変

わ
り
、
行
事
や
催
し
な
ど
も
行
わ
れ
、
町
民
生

活
に
活
気
や
潤
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
共

に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
例
年
同
様
、
干
支
に
纏ま

つ

わ
る

話
題
か
ら
で
す
。
令
和
六
年
の
干
支
は
「
甲
辰
」

で
す
。
一
説
で
は
、
甲
辰
は
、「
困
難
と
闘
っ
て

殻
を
破
り
、
歩
み
を
進
め
る
年
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
希
有
の
感
染
症
を
克
服
し
て
、
着
実
に

歩
み
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　

話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
大
き
な
話

題
の
一
つ
は
、
何
と
言
っ
て
も
大
谷
翔
平
選
手

と
藤
井
聡
太
八
冠
の
活
躍
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
二
人
に
は
、
い
つ
く
か
の
共
通
点
が
よ
く

指
摘
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、『
先
入
観
に

と
ら
わ
れ
ず
、
信
ず
る
道
を
努
力
し
続
け
る
姿
』

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
干
支
の
謂い

わ

れ
に
も
共
通
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
も
教
育
行
政
の
充
実
や

振
興
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
し
た
し

ま
す
。

　
　
　

喜
界
町
教
育
長

　
　
　
　
　
　

久
保　

康
治

～困難を克服し、

　　　　　歩みを進める～
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奄
美
群
島
日
本
復
帰

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
7070
周
年
記
念
第

周
年
記
念
第
6464
回回

大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
が

大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
が
1212
月
３
日
知
名

月
３
日
知
名

町
で
開
催
さ
れ
、

町
で
開
催
さ
れ
、
本
町
男
子
Ａ
チ
ー
ム
が
初

本
町
男
子
Ａ
チ
ー
ム
が
初

優
勝
を
飾
っ
た

優
勝
を
飾
っ
た
。。

　

ま
ず
午
前

　

ま
ず
午
前
1010
時
か
ら
女
子
（
５
区
間

時
か
ら
女
子
（
５
区
間
1515
・・

９９
kmkm
）
が
行
わ
れ
、
本
町
は
９
チ
ー
ム
中
５

）
が
行
わ
れ
、
本
町
は
９
チ
ー
ム
中
５

位
と
健
闘
し
た
。

位
と
健
闘
し
た
。

　

続
い
て
、
午
後
１
時
か
ら
男
子
（
５
区
間

　

続
い
て
、
午
後
１
時
か
ら
男
子
（
５
区
間

提供：知名町企画振興課提供：知名町企画振興課

3030
・
５
・
５
kmkm
）
が
ス
タ
ー
ト
。
第
１
区
（
中
学
、３
・

）
が
ス
タ
ー
ト
。
第
１
区
（
中
学
、３
・

６６
kmkm
））
向
井
優
賀

向
井
優
賀
が
本
来
の
力
を
発
揮
で
き

が
本
来
の
力
を
発
揮
で
き

ず
８
位
か
ら
の
出
だ
し
と
な
る
。
続
く
第
２

ず
８
位
か
ら
の
出
だ
し
と
な
る
。
続
く
第
２

区
（
高
校
、６
・
０

区
（
高
校
、６
・
０
kmkm
）、指
宿
商
業
高
校
で
日
々

）、指
宿
商
業
高
校
で
日
々

練
習
に
励
む
双
子
の
弟
・

練
習
に
励
む
双
子
の
弟
・
孝
志
孝
志
煌煌こ

う
た

こ
う
た太太

がが
2020
分分

3535
秒
の
秒
の
区
間
賞

区
間
賞
の
走
り
で
３
位
に
順
位
を
あ

の
走
り
で
３
位
に
順
位
を
あ

げ
た
。

げ
た
。

　

第
３
区
（
フ
リ
ー
、
９
・
８

　

第
３
区
（
フ
リ
ー
、
９
・
８
kmkm
）、
最
長
区

）、
最
長
区

間
と
あ
っ
て
各
チ
ー
ム
の
主
力
が
集
中
す
る

間
と
あ
っ
て
各
チ
ー
ム
の
主
力
が
集
中
す
る

中
、
中
、
濵
川
濵
川
輝輝こ

う
た

こ
う
た太太

がが
3030
分分
3535
秒
と
区
間
４
位
な

秒
と
区
間
４
位
な

が
ら
ト
ッ
プ
を
奪
う
。
第
４
区
（
フ
リ
ー
、

が
ら
ト
ッ
プ
を
奪
う
。
第
４
区
（
フ
リ
ー
、

６
・
０
６
・
０
kmkm
）
は
双
子
の
兄
・

）
は
双
子
の
兄
・
孝
志
瑛
太

孝
志
瑛
太
は
直
前

は
直
前

の
体
調
不
良
で
万
全
で
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

の
体
調
不
良
で
万
全
で
は
無
か
っ
た
も
の
の
、

区
間
３
位
と
粘
り
の
走
り
で
ト
ッ
プ
を
維
持
。

区
間
３
位
と
粘
り
の
走
り
で
ト
ッ
プ
を
維
持
。

　

５
区
（
一
般
、
５
・
１

　

５
区
（
一
般
、
５
・
１
kmkm
）。）。
大
平
大
平
次次つ

ぎ
お

つ
ぎ
お生生

がが

襷襷た
す
き

た
す
きを

受
け
、
２
位
の
奄
美
市
が
追
う
展
開
。

を
受
け
、
２
位
の
奄
美
市
が
追
う
展
開
。

そ
の
差

そ
の
差
4141
秒
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
力
に
足

秒
。
沿
道
か
ら
の
声
援
を
力
に
足

を
進
め
、

を
進
め
、
総
合
タ
イ
ム
１
時
間

総
合
タ
イ
ム
１
時
間
4040
分分
1616
秒
で
秒
で

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
っ
た

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
っ
た
。
そ
の

。
そ
の
1616
秒秒

後
、
奄
美
市
が
２
着
で
ゴ
ー
ル
。

後
、
奄
美
市
が
２
着
で
ゴ
ー
ル
。

　

男
子
は
Ｂ
チ
ー
ム
も
出
場
し
て
お
り
、

　

男
子
は
Ｂ
チ
ー
ム
も
出
場
し
て
お
り
、
1515

チ
ー
ム
中
８
位
と
健
闘
。

チ
ー
ム
中
８
位
と
健
闘
。

　

本
大
会
は
奄
美
群
島
を
持
ち
回
り
で
開
催

　

本
大
会
は
奄
美
群
島
を
持
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、

さ
れ
る
も
の
で
、
来
年
は
本
町
開
催
予
定

来
年
は
本
町
開
催
予
定
とと

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
本
町
選
手
の

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
今
回
の
本
町
選
手
の

結
果
は
次
の
と
お
り
（
数
字
は
区
間
順
位
）。

結
果
は
次
の
と
お
り
（
数
字
は
区
間
順
位
）。

2 区孝志煌太から2 区孝志煌太から
　3 区濵川輝太へ　3 区濵川輝太へ

提供：知名町企画振興課提供：知名町企画振興課

女　

子　

監
督
：
岩
井
大
樹

女　

子　

監
督
：
岩
井
大
樹

　

１
区
１
区　

大
喜

　

大
喜
奏奏か

の
ん

か
の
ん音音

⑧（
中
学
、２
・
８

⑧（
中
学
、２
・
８
kmkm
））

　

２
区
２
区　

富
田
み
や
び
③（
高
校
、３
・
７

　

富
田
み
や
び
③（
高
校
、３
・
７
kmkm
））

　

３
区
３
区　

濵
川

　

濵
川
輝輝こ

う
こ

こ
う
こ心心

⑤（
フ
リ
ー
、３
・
０

⑤（
フ
リ
ー
、３
・
０
kmkm
））

　

４
区
４
区　

梅
田
ゆ
め
か
⑦（
フ
リ
ー
、３
・
１

　

梅
田
ゆ
め
か
⑦（
フ
リ
ー
、３
・
１
kmkm
））

　

５
区
５
区　

生
島
小
梅
②（
一
般
、３
・
３

　

生
島
小
梅
②（
一
般
、３
・
３
kmkm
））

男
子
Ａ　

監
督
：
古
沼
寛
之

男
子
Ａ　

監
督
：
古
沼
寛
之

　

１
区
１
区　

向
井
優
賀
⑧（
中
学
、３
・
６

　

向
井
優
賀
⑧（
中
学
、３
・
６
kmkm
））

　

２
区
２
区　

孝
志
煌
太
①（
高
校
、６
・
０

　

孝
志
煌
太
①（
高
校
、６
・
０
kmkm
））

　

３
区
３
区　

濵
川
輝
太
④（
フ
リ
ー
、９
・
８

　

濵
川
輝
太
④（
フ
リ
ー
、９
・
８
kmkm
））

　

４
区
４
区　

孝
志
瑛
太
③（
フ
リ
ー
、６
・
０

　

孝
志
瑛
太
③（
フ
リ
ー
、６
・
０
kmkm
））

　

５
区
５
区　

大
平
次
生
⑤（
一
般
、５
・
１

　

大
平
次
生
⑤（
一
般
、５
・
１
kmkm
））

男
子
Ｂ　

監
督
：
生
島
常
智

男
子
Ｂ　

監
督
：
生
島
常
智

　

１
区
１
区　

市
來
崎

　

市
來
崎
剛剛つ

よ
し

つ
よ
し士士

⑨⑨

　

２
区
２
区　

佐
藤

　

佐
藤
匠匠た

く
ま

た
く
ま真真

④④

　

３
区
３
区　

柳

　

柳
聖聖し

ょ
う
や

し
ょ
う
や也也

⑨⑨

　

４
区
４
区　

松
園

　

松
園
大大ひ

ろ
と

ひ
ろ
と翔翔

⑧⑧

　

５
区
５
区　

前
島
将
太
⑩

　

前
島
将
太
⑩

奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念

　

第
64
回
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会

　
　

喜
界
町
男
子
Ａ
チ
ー
ム　

初
優
勝

奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記
念

　

第
64
回
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会

　
　

喜
界
町
男
子
Ａ
チ
ー
ム　

初
優
勝
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金金
キムジングクキムジングク

鎮国鎮国さん、 鈴木まどかさん夫妻による陸上教室さん、 鈴木まどかさん夫妻による陸上教室

　12 月19 日町体育館で、きかい100 スポーツクラブ陸上教室が開催されました。講師は金鎮

国さんと鈴木まどかさん夫妻。鎮国さんは 2011 年世界陸上テグ大会などで韓国代表として出

場しており、まどかさんは日本国民体育大会の長距離走で優勝するなどの実績を持っています。

　当日は約 40 名の小学生を対象に、パラシュートを使ったユニークなウォームアップや、①バ

ネ、②ジャンプ、③反射神経を鍛える３つをテーマに明るく楽しく丁寧に指導していただきまし

た。その中で、子ども達からの質問攻めに２人はタジタジ。短距離走の選手が来島されること

は滅多にないので貴重な時間を過ごすことが出来ました。翌 20 日は早町小でも行われました。

写真はすべて提供

レモングラスでしめ縄 ・ リース作り （12 月 17 日）レモングラスでしめ縄 ・ リース作り （12 月 17 日）

良い香りがする良い香りがする
正月飾りができました♪正月飾りができました♪

　12 月 17 日、中里公民館で「レモングラス
でしめ縄・リース作り」が開催されました。こ
れは榮貴子さんと、地域おこし協力隊の藤原実
子さんが共同で企画したもので、子どもも合わ
せて 15 名が参加しました。
　家族や友人と一緒に作業を行い、最後には手
作りの島菓子と、レモングラスや月桃で作った
お茶を楽しみました。
　参加者からは「力のいる作業だったが、その
度にレモングラスの良い香りがして楽しかっ
た。」といった感想が聞かれました。

　榮さんは「初の試みで上手くいくか心配
だったが、たくさんの方が参加してくれて、
それぞれ素敵なしめ縄・リースが出来上がっ
ていて良かった。来年もやってみたい。」と
話しました。

5　Kikai Public Relations 2024.1



令和６年 喜界町はたちのつどい

 ５７人の門出を祝福
　

令
和
６
年
喜
界
町
は
た
ち
の
つ

ど
い
が
、
１
月
２
日
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
57

名
が
参
加
し
た
。
昨
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５
類

相
当
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
町
議
会
議
員
や
、
幹
部
派

出
所
長
な
ど
多
く
を
招
き
、
来
賓

も
門
出
を
祝
福
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
、
俊
山
里
穂
さ
ん

が
、
同
級
生
た
ち
を
祝
福
す
る
島

唄
を
披
露
。

　

式
で
は
実
行
委
員
長
の
米
盛
真

央
さ
ん
が
、「
両
親
や
先
生
方
、
地

域
の
方
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
世
界
的

な
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
友
人

と
の
交
流
を
失
っ
た
。
久
し
ぶ
り

に
友
人
に
再
会
し
、
何
気
な
い
話

し
を
す
る
な
ど
の
〝
当
た
り
前
〝

に
対
し
て
感
謝
を
忘
れ
ず
や
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
島
外
で
生
活

す
る
中
で
、
故
郷
の
良
さ
を
再
確

認
し
、
卒
業
後
は
島
に
帰
っ
て
自

然
環
境
を
守
り
、
活
か
す
仕
事
に

携
わ
り
た
い
。」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
隈
崎
町
長
の
式
辞
、

久
保
教
育
長
の
祝
辞
と
続
き
、
豊

島
弘
太
さ
ん
が
は
た
ち
を
む
か
え

て
の
抱
負
で
、「
中
学
卒
業
後
に
島

を
離
れ
て
、
島
の
温
も
り
や
、
両

親
な
ど
へ
の
感
謝
を
改
め
て
気
付

い
た
。
自
分
た
ち
は
将
来
に
向
け

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る

と
思
う
。
そ
ん
な
と
き
は
〝
島
人

魂
〝
を
胸
に
台
風
に
も
負
け
な
い

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
よ
う
に
粘
り
強
く
、

よ
ろ
こ
び
と
の
よ
う
な
素
敵
な
笑

顔
を
忘
れ
ず
に
乗
り
越
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
、
呼
び
か
け
た
。

　

そ
し
て
、
榮
議
長
の
音
頭
で
万

歳
三
唱
と
進
行
し
、
式
は
終
了
。

　

終
了
後
は
、
同
級
生
や
両
親
、

中
学
高
校
時
に
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
と
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
い

た
。
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喜界消防分署、奄美海上保安部古仁屋海上保安署との潜水訓練喜界消防分署、奄美海上保安部古仁屋海上保安署との潜水訓練

　喜界消防分署は、奄美海上保安部古仁屋海上保安署と
合同で 12 月 12 日に早町港で潜水訓練を実施し、それ
を早町小の１～３年生が見学に訪れました。
　署員たちはまず当日の流れや、海中でのロープを使っ
た連絡方法などを確認した後、次々と入水。児童たちは、

「頑張れ～」と声かけをしたり、潜水時間を数えるなど
していました。また、児童たちは海上保安部の方から業
務内容などの説明を受けました。
　この訓練は奄美海上保安部と定期的に実施していま
すが、古仁屋海上保安署との訓練は初めて。

　12 月３日、第 16 回奄美市少年剣道大会碩
せきやま

山杯争

奪戦が、奄美市の太陽が丘総合運動公園で開催され、

本町チームが準優勝を収めました。本大会は群島各

地のみならず、遠くは東京からも日頃剣道の鍛錬に

励む小学生から大人たちが参加するものとなってお

り、稽古会と試合に臨みました。

　本町からは吉岡強（４段）監督の下、永田崇博（７

段・喜界中教頭）、元山亘（５段・奄美市）、鈴木倫

太郎（５段・喜界島サンゴ礁科学研究所）、國生能宣（４

段・喜界幹部派出所）、永田泰誠（４段・鹿児島市）

の５名が高校・一般の部の団体戦に出場。本町チー

ムが島外の公式戦に臨むのは実に 18 年振りです。

　試合は全５チームで争われ、本町チームは奄美大

島のチームに勝って決勝戦に進出。決勝戦では、剣

道が盛んな徳之島のチームと対戦。メンバー全員が

奮闘しましたが、惜しくも１対２の僅差で敗退。

　吉岡監督は、久しぶりに大会に出場できたことを

大変喜び、「来年はぜひ優勝を！そして、頑張って稽

古を続けている小学生の剣士たちも、ぜひ来年は大

会に出場させてあげたい！」と意気込んでいます。

　喜界稽古会は、旧坂嶺小で週３回 18 時から 19

時まで（月曜日は大人のみ 19 時から）稽古を行っ

ています。現在、子供が 10 名、大人が６名、また、

今年島にやって来たサンゴ留学生の樋口美憂さん（初

段・喜界高１年）も稽古に参加しています。新たに

剣道を始めてみたい方、また昔剣道をやっていて再

び始めてみたい方、ぜひ一緒に剣道を楽しみません

か？ 見学も大歓迎です。連絡をお待ちしています！

連絡先：吉岡（090-5023-9708）

剣道　喜界稽古会　碩山杯争奪戦　準優勝！

写真は提供
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健
康
増
進
と
交
流
を
図
り
ま
す

健
康
増
進
と
交
流
を
図
り
ま
す

　

九
州
郵
便
局
長
協
会
旗

　
　
　

喜
界
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

　

令
和
５
年
度
（
財
）
九
州
郵
便
局
長
協
会

旗
喜
界
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
12
月
17
日
町

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
郵
便
局

長
協
会
主
催
で
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や
体

力
向
上
の
き
っ
か
け
を
作
り
出
す
も
の
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
同
じ
会
場
で
同
じ

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
卓
球
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

卓
球

　

団
体
Ａ　

優
勝　

積
忠
憲
・
村
﨑
憲
誠

　

団
体
Ｂ　

優
勝　

地
下
ダ
ム

　

団
体
小
学
優
勝　

ス
ポ
少
Ａ

　

個
人
Ａ　

優
勝　

喜
志
勉

　

個
人
Ｂ
Ｃ
優
勝　

佐
野
剛

　

個
人
小
学
優
勝　

脇
田
有
杏

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

池
田
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

準
優
勝　

サ
バ
ニ
Ａ

　

第
３
位　

き
の
こ
チ
ー
ム

食
品
ロ
ス
削
減
等
に
向
け
て

食
品
ロ
ス
削
減
等
に
向
け
て

　

町
、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
、

　
　

ク
ラ
ダ
シ
、
３
者
連
携
協
定
締
結

　

町
、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー（
株
）、（
株
）

ク
ラ
ダ
シ
の
３
者
は
「
鹿
児
島
県
喜
界
町
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
か
か
る
食
品
ロ
ス
削

減
等
に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
そ

の
締
結
式
が
12
月
20
日
役
場
で
行
わ
れ
た
。

　

本
協
定
は
、
台
風
等
の
自
然
災
害
で
起
こ

る
生
産
物
の
輸
送
経
路
の
断
絶
に
よ
り
、
廃

棄
さ
れ
る
生
産
物
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
同
時
に
本
町
の
認
知
度
向
上
、
関
係
人
口

増
加
も
併
せ
て
図
る
も
の
。
マ
ン
ゴ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
一
次
産
業
及
び
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
。

　

（
株
）ク
ラ
ダ
シ
は
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

（株）クラダシ
関藤社長

ＪＡＣ（総務・地域
連携部門長）乘峯氏

に
よ
り
社
会
課
題
の
解
決
を
目
標
と
す
る
企

業
。
そ
の
中
で
も
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
に
お
い
て

は
〝
日
本
で
最
も
削
減
し
た
会
社
〝
を
掲
げ
、

売
上
の
一
部
が
、
社
会
貢
献
活
動
の
支
援
に
も

繋
が
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　

協
定
に
か
か
る
取
り
組
み
と
し
て
、
７
月

か
ら
本
町
産
の
ド
ラ
イ
マ
ン
ゴ
ー
を
ク
ラ
ダ
シ

が
運
営
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｄ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
」
で
販
売
。
さ
ら
に
11

月
～
12
月
上
旬
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
機
内
販
売
も
実
施

し
好
評
を
受
け
た
。
今
後
は
、
令
和
６
年
７
月

に
全
国
の
大
学（
院
）生
を
対
象
に
収
穫
や
加
工

体
験
、
PR
企
画
考
案
、
現
地
観
光
な
ど
と
い
っ

た
「
ク
ラ
ダ
シ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
予
定
。

　

協
定
締
結
後
、
隈
崎
町
長
は
「
農
家
の
高

齢
化
等
が
進
行
し
、
適
正
管
理
が
行
え
な
い
農

地
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
マ
ン
ゴ
ー
は
台

風
時
期
と
出
荷
が
重
な
り
、
出
荷
が
で
き
な
い

場
合
、
廃
棄
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
課
題
解
決
に
向
け

連
携
す
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ダ
シ
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
訪
れ
る
大
学
生

等
に
島
の
魅
力
を

体
験
し
、
そ
れ
を

発
信
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。」

と
挨
拶
し
た
後
、

式
は
終
了
し
た
。
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ＫＫ
Ｋ
Ｂ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・

　
　
　
　
　
　

動
画
大
賞
２
０
２
３

　
　
　
　
　
　

動
画
大
賞
２
０
２
３

　
　

「
動
画
部
門
　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！
」

「
動
画
部
門
　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！
」

　

12
月
６
日
鹿
児
島
市
で
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島

放
送
主
催
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・
動
画
大

賞
２
０
２
３
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
動
画
部
門

に
お
い
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
し
た
動
画
は
、
昨
年
度
制
作
し
た
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
、「
移
住
編
」。

島
民
も
出
演
し
、
最
も
評
価
の
高
か
っ
た
一
作

品
。
担
当
者
は
「
受
賞
は
大
変
嬉
し
い
。
こ
の

受
賞
は
、
映
像
制
作
に
あ
た
り
撮
影
に
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、
今
後
も
島
の
魅
力
発
信
に
努
め
た
い
。」

と
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
に
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い

た
。

　

ま
た
、
CM
部
門
で
は
喜
界
高
校
商
業
科
３

年
生
が
動
画
を
制
作
。
島
の
良
さ
を
紙
飛
行

機
に
乗
せ
て
伝
え
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ

る
映
像
を
応
募
し
た
。
残
念
な
が
ら
受
賞
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
綺
麗
な
映
像
と
高
校
生

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
島
の
魅
力
が
伝
わ
る
映
像

と
な
っ
た
。

　

高
校
生
が
制
作
し

た
動
画
は
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿

児
島
放
送
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
。

審査会会場でグランプリを喜ぶ町長と企画観光課職員

動画はこちらから
※１月中旬から

①介護職員 /正 : 月給 15 万円
～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

0997-65-0294

①介護職員 /正社員 : 月給 158,000 円～ 258,100 円　パート : 時給 907 円～ 994 円
②看護職員 /正社員 : 月給 213,000 円～ 257,100 円　パート : 時給 1,110 円～ 1,227 円
③調理員 /契約社員 : 月給 154,284 円　パート : 時給 897 円～ 900 円
④清掃員 /パート : 時給 897 円
※別途夜勤手当  支給   5,000 円 /1 回 ( 介護職員：D.22:00~  7:00 勤務の方対象 )
※特定処遇改善手当  支給  ( 勤務年数に応じて支給・調理員、清掃員を除く )

就職支度金・入職祝金制度 /通勤手当支給　
業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度　
合同研修など教育充実 /キャリアパス制度　
退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A.  7:00~16:00　  B.10:00~19:00　   
　C.13:00~22:00　  D.22:00~  7:00 
②A.  8:30~17:30 　 B. 10:00~19:00
③A.  6:00~15:00　  B.  8:30~17:30
　C.10:30~19:30 
④A.  8:30~17:30 

履歴書をご郵送またはご持参ください。
書類到着後、面接日程をご連絡いたします。

有料広告
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キビ１グランプリ～さとうきび頂上決定戦

初代グランプリに開 孝行さん !!

当日は島からも約 20 名の応援団が駆けつけた 町長への報告（12 月 27 日）

　11月16日にアマホームPLAZA（奄美市）

で開催された「第１回キビ１グランプリ～さ

とうきび頂上決定戦～」で、本町の開孝行

さんが見事初代グランプリ（最優秀賞）に

輝いた。

　奄美群島糖業振興会（会長：森田弘光

天城町長）が主催するキビ１グランプリは、

若手生産者の生産意欲向上を図るため、生

産者の取組内容を群島内で共有すること、さとうきび栽培の魅力を外部に発信する

ことを目的に開催。群島内の８市町村からエントリーした８名の若手農家が独自の

取り組みやさとうきび栽培を通じた離島生活の魅力について発表した。

　「さとうきびを奥さんの次に愛している」という開さんは、株出単収向上の取り

組みや地域の高齢農家と連携した株出サービスについて、適期管理によって生まれ

る時間的余裕を奥さんの実家への帰省旅行に充てているといった内容を紹介した。

　閉会後開さんは、「自らの成果を通じて高齢農家を支え、若手農家を増やし、島

のさとうきび産業を盛り上げていきたい」と語った。

　開さんの発表は県の公式 YouTube チャンネルで視聴可能。
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令
和
５
年
度
公
民
館
講
座
し
ま
ゆ
み
た
語
ろ
う
会
教
室
し
ま
ゆ
み
た
歌
会
受
講
生
作
品

令
和
５
年
度
公
民
館
講
座
し
ま
ゆ
み
た
語
ろ
う
会
教
室
し
ま
ゆ
み
た
歌
会
受
講
生
作
品

　
　
　

お
題
「
自
由
」

　
　
　

お
題
「
自
由
」

【
自
由
歌
】

【
自
由
歌
】

てて一

歳

ず

つ

一

歳

ず

つ

ぃ
ん
な
ー

ぃ
ん
な
ー　

とと年

を

年

を
ぅ
し
ぅ
し　

ととと

っ

て

と

っ

て

ぅ
て
ぃ

ぅ
て
ぃ　

いいい

く

の

が

い

く

の

が

く
す
が

く
す
が　

しし不

安

不

安わわ
。。

　
　
　

　
　
　

しし島

言

葉

に

島

言

葉

に

ま
ゆ
み
た
に

ま
ゆ
み
た
に　

たた助

け

ら

れ

ま

し

た

助

け

ら

れ

ま

し

た

っ
き
ら
れ
ー
た
ん
ど
ー

っ
き
ら
れ
ー
た
ん
ど
ー
。。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

うう御

先

祖

様

御

先

祖

様

や
ふ
じ

や
ふ
じ
、
　
、
　

ひひ
皆

様

皆

様

ん
に
ゃ

ん
に
ゃ　

ううあ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
く
ん
で
ー
た

ふ
く
ん
で
ー
た 

（
中　

文
子
）

（
中　

文
子
）

【
短
歌
（
五
・
七
・
五
・
七
・
七
）】

【
短
歌
（
五
・
七
・
五
・
七
・
七
）】

わわ子

ど

も

達

に

子

ど

も

達

に

ら
び
ん
ち
ゃ
ー

ら
び
ん
ち
ゃ
ー　

しし方

言

を

方

言

を

ま
ゆ
み
た

ま
ゆ
み
た　

うう教

え

て

教

え

て

せ
ー
て
ぃ

せ
ー
て
ぃ　

むむ「

お

や

つ

」

「

お

や

つ

」

ん
さ
る
ー

ん
さ
る
ー

　
　
　

　
　
　

ぼぼ
「
ぼ
け
も
ん
」
に

「
ぼ
け
も
ん
」
に

ー
び
ー

ー
び
ー　

 

うう喜

ん

で

い

る

喜

ん

で

い

る

み
っ
さ
し

み
っ
さ
し　

ほほ方
言
（
の
練
習
）

方
言
（
の
練
習
）

ー
げ
ん

ー
げ
ん　

ちち頑
張
っ
て
ね

頑
張
っ
て
ね

ば
り
ば
り 

（
奥　

粂
子
）

（
奥　

粂
子
）

たた期

待

の

期

待

の

ぬ
し
み
ぬ

ぬ
し
み
ぬ　

はは
春春

るる　

ああ
暑

さ

暑

さ

と
ぅ
さ

と
ぅ
さ　

とと
厳

し

い

厳

し

い

ぅ
ど
ぅ
か
ら
ん

ぅ
ど
ぅ
か
ら
ん　

なな
夏夏と

ぅ
と
ぅ　

　
　
　

　
　
　

きき気

持

ち

気

持

ち

む
ち
む
ち　

ゆゆ
良

い

良

い

た
さ
ん

た
さ
ん　

ああ
秋秋

きき　

いい動

き

が

に

ぶ

る

動

き

が

に

ぶ

る

ん
き
ぶ
さ
ね
ん

ん
き
ぶ
さ
ね
ん　

ふふ
冬冬

ゆゆ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

すす過

ぎ

た

一

年

は

過

ぎ

た

一

年

は

ぎ
て
ぃ
み
り
ば
ー

ぎ
て
ぃ
み
り
ば
ー　

へへ
早

い

早

い

ー
さ
た
や
ー

ー
さ
た
や
ー 

（
織
田　

久
巳
子
）

（
織
田　

久
巳
子
）

にに北

風

北

風しし　

ふふ吹

け

ば

吹

け

ば

き
ば
き
ば　

うう海

が

海

がみみ　

うう大

荒

れ

し

て

大

荒

れ

し

て

ー
あ
り
っ
し

ー
あ
り
っ
し　

ふふ
船

も

船

も

ね
ぃ
む

ね
ぃ
む　

くく来

な

い

来

な

い

ら
ー
ら
ー

　
　
　

　
　
　

やや大

変

な

こ

と

だ

大

変

な

こ

と

だ

っ
け
ー
た

っ
け
ー
た　

さ
ば
く
い　

　

さ
ば
く
い　

むむ物

が

物

が
ん
が
ん
が　

ぬぬ何

も

何

も
ー
む
ー
む　

ねね無

い

無

いんん 

（
貴
島　

和
代
）

（
貴
島　

和
代
）

じじど

こ

へ

行

く

ど

こ

へ

行

く

ゃ
ー
か
い
か

ゃ
ー
か
い
か　

ゆゆ夜

中

に

夜

中

に

な
ー
に

な
ー
に　

ほほ
星

空

を

星

空

を

し
ん
な
ー
ば

し
ん
な
ー
ば　

とと飛

ん

で

飛

ん

で

ぅ
で
ぃ

ぅ
で
ぃ 　

いい
行

く

行

く

ち
ゅ
ん

ち
ゅ
ん

　
　
　

　
　
　

ひひ飛

行

機

に

飛

行

機

に

こ
ー
き
に

こ
ー
き
に　

ぬぬ乗

っ

て

乗

っ

て

て
ぃ
て
ぃ　

たた旅

行

の

旅

行

の

び
ぬ
び
ぬ 　

いい夢

を

夢

をみみ　

みみ見
よ
う

見
よ
うらら 

（
永
瀬　

す
が
乃
）

（
永
瀬　

す
が
乃
）

しし島

の

方

言

島

の

方

言

ま
ゆ
み
た

ま
ゆ
み
た　

かか使

っ

て

使

っ

て

て
ぃ
て
ぃ　

みみ
み

た

ら

み

た

ら

り
ば
ー
ど
ぅ

り
ば
ー
ど
ぅ　

むむ難

し

い

難

し

い

っ
か
さ
や

っ
か
さ
や

　
　
　
　

わわ私

た

ち

の

私

た

ち

の

ー
ち
ゃ
ぬ

ー
ち
ゃ
ぬ　

たた
宝宝か

ら
か
ら　

かか子子　

まま
孫

に

孫

に

ご
ー
に

ご
ー
に　

とと繋

げ

よ

う

繋

げ

よ

う

ぅ
な
ご
ー

ぅ
な
ご
ー 

（
福
留　

多
美
子
）

（
福
留　

多
美
子
）

うう末

っ

子

が

末

っ

子

が

っ
つ
ん
が
ー

っ
つ
ん
が
ー　

たた都

会

か

ら

都

会

か

ら

び
か
ら

び
か
ら　

ちち来

て

来

てーー　

そそ
姉

妹

で

姉

妹

で

ー
で
ん
ち
ゃ
ー

ー
で
ん
ち
ゃ
ー

　
　
　
　

どど元

気

に

元

気

に

ぅ
く
さ

ぅ
く
さ　

ゆゆ集

え

ば

集

え

ば

ら
い
ば

ら
い
ば　

ううご

先

祖

も

ご

先

祖

も

や
ふ
じ
む

や
ふ
じ
む　
　
　
　

ゆゆ喜

ん

で

い

る

喜

ん

で

い

る

る
く
で
ぃ

る
く
で
ぃ 

（
嶺
田　

玲
子
）

（
嶺
田　

玲
子
）

有料広告
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月
刊
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
６
年
１
月
号

月
刊
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
６
年
１
月
号

　
　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
推
進
員
　

土
屋
純
子

　
　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
推
進
員
　

土
屋
純
子

第
４
回
　

喜
界
島
の
恵
み
　

喜
界
島
の
ゴ
マ
と
野
菜

　

９
月

　

９
月
3030
日
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
、
公

日
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
、
公

民
館
講
座
「
喜
界
島
の
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」

民
館
講
座
「
喜
界
島
の
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」

で
は
、
喜
界
町
役
場
農
業
振
興
課
の
榮

で
は
、
喜
界
町
役
場
農
業
振
興
課
の
榮 

岳
海
主

岳
海
主

事
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
特
に
喜
界
島
の
ゴ
マ
に

事
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
特
に
喜
界
島
の
ゴ
マ
に

焦
点
を
当
て
、
喜
界
島
の
農
業
に
つ
い
て
情
熱
的

焦
点
を
当
て
、
喜
界
島
の
農
業
に
つ
い
て
情
熱
的

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
ゴ
マ
の
自
給
率
は
、
わ
ず
か
０
・
１
％

　

日
本
の
ゴ
マ
の
自
給
率
は
、
わ
ず
か
０
・
１
％

に
過
ぎ
ず
、
う
ち

に
過
ぎ
ず
、
う
ち
6565
％
が
喜
界
島
で
生
産
さ
れ

％
が
喜
界
島
で
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
喜
界
島
は
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
段
丘
の

て
い
ま
す
。
喜
界
島
は
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
段
丘
の

島
で
、
そ
の
土
壌
は
主
に
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
石
灰

島
で
、
そ
の
土
壌
は
主
に
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
の
石
灰

岩
が
風
化
し
て
ア
ル
カ
リ
土
壌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
が
風
化
し
て
ア
ル
カ
リ
土
壌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
喜
界
島
特
有
の
土
壌
条
件
が
、
ゴ
マ
の
生
育

こ
の
喜
界
島
特
有
の
土
壌
条
件
が
、
ゴ
マ
の
生
育

に
最
適
な
環
境
で
あ
り
、
日
本
一
の
ゴ
マ
生
産
量

に
最
適
な
環
境
で
あ
り
、
日
本
一
の
ゴ
マ
生
産
量

を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
喜
界
島
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
と
植

　

現
在
、
喜
界
島
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
と
植

付
け
の
合
間
を
有
効
利
用
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
ゴ

付
け
の
合
間
を
有
効
利
用
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
ゴ

マ
の
輪
作
に
取
り
組
む
生
産
者
が
増
加
し
て
い
ま

マ
の
輪
作
に
取
り
組
む
生
産
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
ゴ
マ
を
周
期
的
に
栽
培
す
る

す
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
ゴ
マ
を
周
期
的
に
栽
培
す
る

こ
と
で
、
地
力
の
維
持
と
病
虫
害
の
防
止
に
つ
な

こ
と
で
、
地
力
の
維
持
と
病
虫
害
の
防
止
に
つ
な

が
り
、
農
作
物
の
安
定
多
収
生
産
に
よ
る
持
続
可

が
り
、
農
作
物
の
安
定
多
収
生
産
に
よ
る
持
続
可

能
な
畑
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

能
な
畑
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

榮
主
事
は
、
将
来
的
な
目
標
と
し
て
、
喜
界
島

　

榮
主
事
は
、
将
来
的
な
目
標
と
し
て
、
喜
界
島

産
の
ゴ
マ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
、
そ
の
保
護

産
の
ゴ
マ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
、
そ
の
保
護

公
民
館
講
座
「
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」

公
民
館
講
座
「
ジ
オ
を
知
る
体
験
教
室
」

防
災
訓
練
で

防
災
訓
練
で

　
　
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
講
話
を
し
ま
し
た
！

　
　
　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
講
話
を
し
ま
し
た
！

　

1111
月
３
日
、
浦
原
の
農
村
公
園
で
先
山
集
落
・

月
３
日
、
浦
原
の
農
村
公
園
で
先
山
集
落
・

浦
原
集
落
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

浦
原
集
落
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
地
震
を
想
定

ま
し
た
。
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
地
震
を
想
定

し
、
集
落
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
や
消
防

し
、
集
落
か
ら
避
難
場
所
ま
で
の
移
動
や
消
防

署
の
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
喜
界
町

署
の
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
喜
界
町

役
場
総
務
課
が
主
催
の
こ
の
防
災
訓
練
は
、
毎
年

役
場
総
務
課
が
主
催
の
こ
の
防
災
訓
練
は
、
毎
年

警
察
署
、
消
防
署
、
自
衛
隊
、
気
象
庁
の
協
力

警
察
署
、
消
防
署
、
自
衛
隊
、
気
象
庁
の
協
力

を
得
て
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
早
町
地
区
で
実

を
得
て
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年
は
早
町
地
区
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
住
民
の
方
々
が
、
地

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
域
住
民
の
方
々
が
、
地

球
や
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

球
や
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

土
地
の
地
形
や
地
質
、
気
候
が
原
因
で
起
こ
り
う

土
地
の
地
形
や
地
質
、
気
候
が
原
因
で
起
こ
り
う

る
災
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と

る
災
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
今
年
も
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

し
て
、
今
年
も
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
し
た
講
話
を
開
催
。

に
よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
連
し
た
講
話
を
開
催
。

地
形
学
的
な
観
点
か
ら
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

地
形
学
的
な
観
点
か
ら
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

た
先
山
集
落
と
浦
原
集
落
の
特
徴
を
説
明
し
ま

た
先
山
集
落
と
浦
原
集
落
の
特
徴
を
説
明
し
ま

し
た
。

し
た
。

先
山
・
浦
原
集
落
は
、
集
落
の
背
後
に
隆
起
サ

先
山
・
浦
原
集
落
は
、
集
落
の
背
後
に
隆
起
サ

ン
ゴ
礁
段
丘
の
急
な
崖
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ン
ゴ
礁
段
丘
の
急
な
崖
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

急
な
崖
は
崩
れ
や
す
く
、
大
雨
や
地
震
と
い
っ
た

急
な
崖
は
崩
れ
や
す
く
、
大
雨
や
地
震
と
い
っ
た

災
害
時
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
段
丘
の

災
害
時
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
段
丘
の

上
に
は
主
に
サ
ン
ゴ
で
形
成
さ
れ
た
石
灰
岩
が
広

上
に
は
主
に
サ
ン
ゴ
で
形
成
さ
れ
た
石
灰
岩
が
広

が
っ
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
「
島
尻
層
群
」
と
呼

が
っ
て
お
り
、
そ
の
下
に
は
「
島
尻
層
群
」
と
呼

ば
れ
る
昔
、
海
底
に
降
り
積
も
っ
た
砂
と
泥
の
層

ば
れ
る
昔
、
海
底
に
降
り
積
も
っ
た
砂
と
泥
の
層

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
大
量
の
水
を
含
む

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
大
量
の
水
を
含
む

と
崩
れ
や
す
く
な
る
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
な

と
崩
れ
や
す
く
な
る
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
な

地
質
で
す
、
と
説
明
を
し
ま
し
た
。

地
質
で
す
、
と
説
明
を
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
か
ら
は
、『
自
分
が
住
ん
で
い
る
土
地

地
域
の
方
か
ら
は
、『
自
分
が
住
ん
で
い
る
土
地

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
』『
地
震
が

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
』『
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
海
だ
け
で
な
く
、
背
後

発
生
し
た
場
合
に
は
、
海
だ
け
で
な
く
、
背
後

の
崖
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

の
崖
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
』
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
話
に
よ

た
』
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
講
話
に
よ

り
、
住
民
の
方
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
を
理

り
、
住
民
の
方
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が

解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
が

地
域
の
安
全
意
識
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
も
ジ
オ

地
域
の
安
全
意
識
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
も
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

パ
ー
ク
の
活
動
の
役
割
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
事
務
局
が
会

　

ま
た
、
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
事
務
局
が
会

場
の
農
村
公
園
に
ジ

場
の
農
村
公
園
に
ジ

オ
パ
ー
ク
の
ブ
ー
ス

オ
パ
ー
ク
の
ブ
ー
ス

を
設
け
、
公
表
し
た

を
設
け
、
公
表
し
た

ば
か
り
の
ロ
ゴ
マ
ー

ば
か
り
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
説
明
や
ジ
オ

ク
の
説
明
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
情

パ
ー
ク
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
、
集
落

報
を
提
供
し
、
集
落

の
皆
さ
ん
と
の
有
意

の
皆
さ
ん
と
の
有
意

義
な
交
流
を
図
る
こ

義
な
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
品
質
の
維
持
と
地
域

と
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
品
質
の
維
持
と
地
域

の
特
産
品
と
し
て
の
価
値
向
上
や
地
元
農
家
の
収

の
特
産
品
と
し
て
の
価
値
向
上
や
地
元
農
家
の
収

益
力
強
化
を
目
指
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
、
座
学

益
力
強
化
を
目
指
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
、
座
学

を
終
え
ま
し
た
。

を
終
え
ま
し
た
。

第
５
回
　

喜
界
島
産
ゴ
マ
の
収
穫
体
験

　

翌
日
は
、
志
戸
桶
南
部
集
落
区
長
の
向
井
康

翌
日
は
、
志
戸
桶
南
部
集
落
区
長
の
向
井
康

治
さ
ん
の
畑
で
、
ゴ
マ
刈
り
を
体
験
さ
せ
て
い
た

治
さ
ん
の
畑
で
、
ゴ
マ
刈
り
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ゴ
マ
を
刈
り
取
る
と
、
そ
の
茎
や

だ
き
ま
し
た
。
ゴ
マ
を
刈
り
取
る
と
、
そ
の
茎
や

葉
か
ら
も
豊
か
な
ゴ
マ
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し

葉
か
ら
も
豊
か
な
ゴ
マ
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し

た
。
刈
り
取
っ
た
ゴ
マ
は
葉
を
取
り
除
き
、
ひ
と

た
。
刈
り
取
っ
た
ゴ
マ
は
葉
を
取
り
除
き
、
ひ
と

つ
に
束
ね
た
後
、
数
日
間
天
日
干
し
を
し
て
追
熟

つ
に
束
ね
た
後
、
数
日
間
天
日
干
し
を
し
て
追
熟

さ
せ
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
向
井
さ
ん
が
事
前

さ
せ
る
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
向
井
さ
ん
が
事
前

に
ゴ
マ
を
収
穫
し
、
じ
っ
く
り
と
乾
燥
さ
せ
た
ゴ

に
ゴ
マ
を
収
穫
し
、
じ
っ
く
り
と
乾
燥
さ
せ
た
ゴ

マ
の
束
を
叩
い
て
、
ゴ
マ
の
実
を
取
り
出
す
脱
穀

マ
の
束
を
叩
い
て
、
ゴ
マ
の
実
を
取
り
出
す
脱
穀

作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
り
出
し

作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
り
出
し

た
ゴ
マ
の
実
は
、

た
ゴ
マ
の
実
は
、
唐唐と

う
み

と
う
み箕箕

と
い
う
選
別
機
を
使
っ
て
、

と
い
う
選
別
機
を
使
っ
て
、

細
か
な
ゴ
ミ
や
不
要
な
部
分
を
取
り
除
く
選
別
作

細
か
な
ゴ
ミ
や
不
要
な
部
分
を
取
り
除
く
選
別
作

業
を
行
っ
た
後
、
さ
ら
に
微
細
な
異
物
を
取
り
除

業
を
行
っ
た
後
、
さ
ら
に
微
細
な
異
物
を
取
り
除

く
仕
上
げ
の
選
別
作
業
を
経
て
、
清
潔
で
良
質
な

く
仕
上
げ
の
選
別
作
業
を
経
て
、
清
潔
で
良
質
な

ゴ
マ
と
な
り
ま
す
。

ゴ
マ
と
な
り
ま
す
。

　

収
穫
体
験
終
了
後
、
お
土
産
に
い
た
だ
い
た
ゴ

　

収
穫
体
験
終
了
後
、
お
土
産
に
い
た
だ
い
た
ゴ

マ
を
、
向
井
さ
ん
に
教
わ
っ
た
と
お
り
ゴ
ミ
を
丁

マ
を
、
向
井
さ
ん
に
教
わ
っ
た
と
お
り
ゴ
ミ
を
丁

寧
に
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
フ
ラ
イ

寧
に
取
り
除
き
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
フ
ラ
イ

パ
ン
で
炒
っ
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

パ
ン
で
炒
っ
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
喜
界
島
の
隆
起
サ
ン
ゴ

回
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
喜
界
島
の
隆
起
サ
ン
ゴ

礁
が
も
た
ら
し
た
ア
ル
カ
リ
土
壌
の
恩
恵
、
自
然

礁
が
も
た
ら
し
た
ア
ル
カ
リ
土
壌
の
恩
恵
、
自
然

の
恵
み
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

の
恵
み
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
う
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。
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☎

岩下　晴
は お な

乙奈ちゃん恵畑　琵
ひ い ろ

彩ちゃん大山　紗
さ な

菜ちゃん

土岐　莉
り こ

子ちゃん

茶木　まほろちゃん

肥後　茉
ま ひ ろ

大くん山口　結
ゆ づ き

月ちゃん

37 33
13 13

18 18

10 7

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

予
防
接
種
の
助
成
期
限
が

予
防
接
種
の
助
成
期
限
が

　
　
　
　
　
　
　

迫
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

迫
っ
て
い
ま
す
!!!!

喜
界
町
民
は
メ
タ
ボ
が
多
い
？

喜
界
町
民
は
メ
タ
ボ
が
多
い
？

３
歳
児
歯
科
健
診
で
む
し
歯
ゼ
ロ
の

３
歳
児
歯
科
健
診
で
む
し
歯
ゼ
ロ
の

　
　
　
　

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　

お
と
も
だ
ち
を
紹
介
し
ま
す

　

新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
体

調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

MR
（
麻
し
ん
・
風
疹
）・
高
齢
者
肺
炎
球

菌
な
ど
予
防
接
種
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

★
MR
Ⅱ
期
は
来
年
度
小
学
校
入
学
予
定
の

お
子
さ
ん
（
平
成
29
年
４
月
２
日
～
平
成
30

年
４
月
１
日
生
）、
有
効
期
限
は
令
和
６
年
３

月
末
ま
で
で
す
。

　

★
二
種
混
合
は
小
学
６
年
生
（
平
成
23
年

４
月
２
日
～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
）、
有
効

期
限
は
13
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
す
。

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
、
今
年
度
対
象
の
方

の
有
効
期
限
は
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
定
期
接
種

対
象
外
と
な
り
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

お
済
み
で
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
接
種

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

左
の
図
は
、
喜
界
町
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
特
定
健
診
の
結
果
で
す
。
※
メ
タ
ボ
の
該
当

者
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
よ
り
も
男
性
が
多
く
、
男
性
は
半
数
以

上
が
メ
タ
ボ
該
当
者
も
し
く
は
メ
タ
ボ
予
備
軍

と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
性
も
女
性
も
鹿
児
島
県
と

比
較
し
て
、
割
合
が
高
い
状
況
で
す
。

　

メ
タ
ボ
は
、
２
型
糖
尿
病
や
心
疾
患
を
起

こ
し
た
り
、
何
も
な
い
人
に
比
べ
て
死
亡
す

る
リ
ス
ク
が
約
３
倍
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、放
置
し
て
よ
い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
体
重
の
３
％
を
減
ら
す
だ
け
で
も

メ
タ
ボ
に
伴
う
高
血
圧
・
高
血
糖
、
脂
質
異

常
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、減
量（
ダ

イ
エ
ッ
ト
）
は
と
て
も
有
効
で
す
。

　

年
末
年
始
で
体
重
が
増
え
て
し
ま
っ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
回
は
、

食
べ
る
順
番
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

①
ご
は
ん
（
主
食
）
を
食
べ
る
前
に
５
分
間
、

肉
や
魚
な
ど
の
タ
ン
パ
ク
質
を
食
べ
る
。

②
野
菜
も
先
に
食
べ
れ
ば
、
さ
ら
に
効
果
が

期
待
で
き
る
。
た
ん
ぱ
く
質
と
野
菜
の
順

番
は
特
に
考
え
な
く
て
OK
。

③
糖
質
を
含
む
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
も
、
５
分
我
慢
し

て
後
回
し
で
食
べ
る
。

④
５
分
経
っ
た
ら
、
好
き
な
も
の
を
好
き
な

順
番
で
自
由
に
食
べ
て
OK
。

　

食
事
の
初
め
に
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
す
る

こ
と
で
血
糖
値
の
上
昇
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
痩
せ
ホ
ル
モ
ン
が
腸
か
ら
分
泌
さ

れ
、
満
腹
中
枢
を
刺
激
、
胃
の
運
動
を
緩
や

か
に
す
る
こ
と
で
満
腹
感
が
持
続
し
ま
す
。

　

毎
日
の
食
事
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

少
し
で
も
楽
し
み
な
が
ら
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
取
り
組
め
る
と
よ

い
で
す
ね
。

※メタボ（メタボリックシンドローム）…お腹まわり
に脂肪がつく内臓脂肪型肥満に加えて、高血圧、高
血糖、脂質異常のうち２つ以上を併せもった状態。
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奄
美
群
島
日
本
復
帰

奄
美
群
島
日
本
復
帰
7070
周
年
記
念

周
年
記
念

第
８
回
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
開
催

第
８
回
喜
界
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
開
催

12
月
10
日
町
体
育
館
で
、
第
８
回
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
女
連

の
皆
さ
ん
と
子
供
た
ち
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま
り
、
そ
の
後
、
舞
台
発

表
（
第
一
部
・
第
二
部
）
が
あ
り
、
公
民
館
講

座
・
地
域
講
座
・
公
民
館
自
主
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
大
正
琴
、
舞
踊
、
太
極
拳
、
オ
カ
リ
ナ
、

し
ま
ゆ
み
た
、
手
話
、
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
歌
謡
サ
ウ
ン
ド
、
エ
イ
サ
ー
、
社
交
ダ
ン

ス
、
詩
吟
、
八
月
踊
り
、
三
味
線
と
民
謡
、
六

調
と
多
種
多
様
な
15
団
体
・
約
１
５
０
人
が

出
演
し
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
に
は
大
島
紬
リ
メ
イ
ク
、・
書

道
、
ペ
イ
ン
ト
・
ク
ラ
フ
ト
、
水
彩
・
ス
ケ
ッ

チ
、
大
工
、
し
ま
ゆ
み
た
川
柳
に
７
団
体
（
約

１
４
０
作
品
）
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
の
幕
間
で
は
教
育
長
に
よ
る
主

催
者
あ
い
さ
つ
と
、
各
講
座
や
長
寿
者
学
級
の

皆
勤
者
の
表
彰
が
あ
り
、
代
表
者
２
名
に
皆

勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
後
は
、

社
会
教
育
委
員
の
会
議
議
長
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
、
そ
し
て
最
後
は
六
調
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
大
き
な
制

限
が
無
く
な
っ
た
中
で
行
わ
れ
た
今
年
度
の

講
座
。
５
月
か
ら
半
年
か
け
て
地
道
に
取
り

組
み
作
り
上
げ
た
演
技
や
作
品
は
受
講
生
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
あ
ふ
れ
出
て
い
て
３
０
０
名

を
超
え
る
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
面
玄
関
前
の
駐
車
場
で
は
９
団

体
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
相
ま
っ
て
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

中
高
合
同
発
表
会
・

中
高
合
同
発
表
会
・

　
　
　
　
　
　

芸
術
鑑
賞
会

　
　
　
　
　
　

芸
術
鑑
賞
会

12
月
８
日
、
喜
界
中
学
校
で
「
中
高
合
同

発
表
会
・
芸
術
鑑
賞
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
同
発
表
会
で
は
、
喜
界
中
学
校
・
喜
界
高

校
の
各
代
表
グ
ル
ー
プ
が
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」（
高
校
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」）

で
調
べ
た
１
年
間
の
成
果
を
全
校
生
徒
に
発
表

し
ま
し
た
。

　

「
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時
間
」
と
は
、

生
徒
が
自
発
的
に
課
題
を
設
定
し
て
行
う
学

習
活
動
で
、
全
校
種
で
２
０
０
０
年
か
ら
段

階
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習
（
探

究
）
の
時
間
の
ね
ら
い
は
「
よ
り
よ
く
課
題
を

解
決
し
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
た
め

の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
」
で
す
。
ま

た
、
各
学
校
で
独
自
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
お

り
、
喜
界
中
学
校
で
は
「
き
か
い
学
」、
喜
界

高
校
で
は
「
が
じ
ゅ
ま
る
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
各
代
表
グ
ル
ー
プ
は
次
の
よ
う
な
発
表
を

し
ま
し
た
。

【
喜
界
中
学
校
】
　

　

①
「
喜
界
島
の
商
品
の
流
通
に
つ
い
て
」

【
喜
界
高
校
】

　

②
「
喜
界
島
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド

に
す
る
た
め
に
」
～
喜
界
島
だ
か
ら
で
き

る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
に
つ
い
て
～

　

③
「
海
の
漂
流
物
を
再
利
用
し
よ
う
」

　

④
「
方
言
を
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
は
」

　

こ
の
う
ち
、
喜
界
中
学
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
発
表
で
は
、「
１
度
の
輸
送
で
使
わ
れ

る
コ
ン
テ
ナ
は
全
長
約
３
ｍ
・
約
６
ｍ
で
あ
り
、

60
個
分
あ
る
こ
と
」
な
ど
、
数
量
に
着
目
し
て

数
学
的
に
分
析
す
る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
台
風
が
接
近
す
る
際
の
船
の
避
難
場
所
は

錦
江
湾
で
は
な
く
八
代
海
で
あ
る
理
由
と
し
て

「
水
深
が
浅
く
、
ア
ン
カ
ー
を
落
と
し
や
す
い

か
ら
」
な
ど
、
地
理
的
に
考
察
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の

時
間
を
通
し
て
、
教
科
教
育
の
学
び
を
生
か
し

な
が
ら
教
科
教
育
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

喜
界
島
の
課
題
を
体
験
的
に
解
決
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

今
後
も
、
学
校
教
育
だ
け
で
な
く
、
大
人

に
な
っ
て
も
実
社
会
・
実
生
活
の
中
で
よ
り
よ

く
課
題
を
解
決
し
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え

る
こ
と

の
で
き

る
人
に

な
っ
て

ほ
し
い

と
思
い

ま
す
。

喜界中学校の発表グループ
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町からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ
「国民年金の任意加入制度」について

県喜界事務所からのおしらせ
「県営コーラル喜界団地空き家待ち

　　　順位登録」について

　「空き家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望者

の抽選により登録順位を決め、空き家が発生したとき

に順番に入居していただく制度です。令和６年度分の

受付は、下記のとおりです。希望される方は、期間内

にお申し込みください。

記

●申込書の配布・受付

　令和６年２月１日（木）から２月 20 日（火）まで

の午前９時から午後５時

　※土・日・祝日の配布、受付はできません。

●抽選日

　令和６年３月７日（木）　午後２時から

●抽選場所

　大島支庁喜界事務所会議室

●申込書配布・受付　問い合わせ先

　大島支庁喜界事務所総務係　☎ 0997-65-2091

※１ 　現在、空き家待ち順位登録をされている方につ

きましても、今回申込みがなければ、これまでの

登録は無効になりますので、御注意ください。

※２ 　空き家待ち順位登録は今回限りですが、入居申

込みにつきましては随時受け付けております。

　　 　ただし、入居順位は上記申込みによる抽選で決

定した方の後になります。

※３ 　今回の順位登録期間は、令和６年４月１日から

令和７年３月 31 日であり、その期間内に空き家

が生じなければ入居順位は無効となります。

　　 　空き家待ち順位登録１番の方であっても、登録

期間内に空き家が生じなければ入居ができないこ

とを御承知おきください。

　　 　また、登録期間内に空き家が生じずに入居がで

きなかった方で、引き続き入居を希望される方は、

次年度の空き家待ち順位登録に再度申込みをして

いただくことになります。

●老齢基礎年金の受給額を増やしたい方

　60 歳～ 65 歳になるまで任意加入をした上で保険

料を納めることにより、満額（40 年）受給に近づけ

ることができます。（厚生年金や共済組合に加入して

おらず老齢基礎年金の繰上げ受給をしていないとき）

※ 月々の定額保険料に付加年金保険料（月額 400 円）

をプラスして納めると、老齢基礎年金に付加年金が

上乗せされて受給できます。

●老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方

　（納付 ･ 免除 ･ 合算対象期間の合計が 10 年以上）

　最長 70 歳になるまで任意加入をした上で保険料を

納めることにより、受給権を確保することができます。

ただし、65 歳以降の任意加入は、昭和 40 年４月１

日以前に生まれた方です。

●海外に在住する日本国籍を持つ方

　日本に住所を有しなくなった時は、強制加入被保険

者ではなくなりますが、任意加入をして保険料を納め

ることにより、保険料納付済み期間に応じた老齢基礎

年金を受け取ることができます。

※ 任意加入をしない場合の海外居住期間は、合算対象

期間になります。（年金額には反映されないが受給

資格期間として計算される）

●問い合わせ　

　保健福祉課国民年金係　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　☎ 0997-52-4341

か
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ＢＬＡＣＫ ＣＯＷ ＤＡＹ （黒牛を食べる日） 報告
　令和５年 12 月９日、Ａコープ喜界店前特設会場で「BLACK COW DAY」（黒牛を食べる日）　令和５年 12 月９日、Ａコープ喜界店前特設会場で「BLACK COW DAY」（黒牛を食べる日）

と題し、黒毛和牛肉の消費拡大と、第 19 回大島地区肉用牛振興大会での総合優勝報告を兼ね、と題し、黒毛和牛肉の消費拡大と、第 19 回大島地区肉用牛振興大会での総合優勝報告を兼ね、

喜界島から出荷された子牛を１頭買い戻し、最高級 A ５ランクの喜界島産鹿児島黒牛の試食喜界島から出荷された子牛を１頭買い戻し、最高級 A ５ランクの喜界島産鹿児島黒牛の試食

会と大特売会が開催された。会と大特売会が開催された。

　このイベントは、喜界町和牛改良組合が主催し、共催はＪＡあまみ喜界事業本部、後援は　このイベントは、喜界町和牛改良組合が主催し、共催はＪＡあまみ喜界事業本部、後援は

喜界町のもと行われた。喜界町のもと行われた。

　当日は、販売開始の 10 時前に 100 名以上が列をなし、　当日は、販売開始の 10 時前に 100 名以上が列をなし、

正午過ぎには 300 名以上が来場し、約 1,500 パックが完正午過ぎには 300 名以上が来場し、約 1,500 パックが完

売した。イベント中にはギュージンガー・ブラックも応援売した。イベント中にはギュージンガー・ブラックも応援

に駆け付け、鹿児島黒牛の消費拡大を呼びかけ、会場を盛に駆け付け、鹿児島黒牛の消費拡大を呼びかけ、会場を盛

り上げた。り上げた。

　試食した方からは、「喜界島から出荷された鹿児島黒牛の　試食した方からは、「喜界島から出荷された鹿児島黒牛の

お肉を初めて食べた。地元のお肉と思うとさらに美味しくお肉を初めて食べた。地元のお肉と思うとさらに美味しく

感じる」「Ａ５ランクと聞いて脂っこいかと思ったが、食べやすい」と好評だった。主催者感じる」「Ａ５ランクと聞いて脂っこいかと思ったが、食べやすい」と好評だった。主催者

である喜界町和牛改良組合青年部長の美島敬秀さんは、「物価高騰の影響などにより、黒毛である喜界町和牛改良組合青年部長の美島敬秀さんは、「物価高騰の影響などにより、黒毛

和牛の消費が低迷し肉が余っている。消費が増えることで畜産業全体に良い影響を与えるの和牛の消費が低迷し肉が余っている。消費が増えることで畜産業全体に良い影響を与えるの

で、黒毛和牛の魅力を再認識してもらい消費拡大に繋がれば嬉しい」とコメントした。で、黒毛和牛の魅力を再認識してもらい消費拡大に繋がれば嬉しい」とコメントした。

　その他、イベントに参加した農家からは、「慣れない販売で最初は苦戦したが、後半は買　その他、イベントに参加した農家からは、「慣れない販売で最初は苦戦したが、後半は買

いに来た方と話す余裕もでてきた。子牛生産が主なため、商品になったお肉を美味しそうにいに来た方と話す余裕もでてきた。子牛生産が主なため、商品になったお肉を美味しそうに

食べる人達をみれたことが嬉しかった。地産地消を実感した」との声が寄せられ、消費者と食べる人達をみれたことが嬉しかった。地産地消を実感した」との声が寄せられ、消費者と

生産者の両方が黒毛和牛の魅力を再認識するイベントとなった。生産者の両方が黒毛和牛の魅力を再認識するイベントとなった。
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№５６№５６

サ
ン
ゴ
塾
生
募
集
！

サ
ン
ゴ
塾
生
募
集
！

　

サ
ン
ゴ
研
で
は
、
喜
界
島
の

美
し
い
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
が

い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
、
そ
し
て

私
た
ち
の
研
究
を
将
来
へ
繋
げ
、

「
１
０
０
年
後
に
残
す
」
た
め
に
、

次
世
代
の
人
を
育
て
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
学
び
、
研

究
を
繋
げ
て
い
く
次
世
代
の
仲
間

を
募
る
た
め
に
、
サ
ン
ゴ
塾
を
立

ち
上
げ
、
毎
年
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
塾
で
は
「
レ
ク
チ
ャ
ー

コ
ー
ス
」「
研
究
コ
ー
ス
」
の
２
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。「
レ

ク
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
」
で
は
、
地
球

環
境
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
サ
ン

ゴ
礁
を
研
究
す
る
研
究
者
に
よ
る

レ
ク
チ
ャ
ー
が
毎
月
行
わ
れ
ま
す
。

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
修
了
生
か
ら

選
抜
さ
れ
た
受
講
生
は
「
研
究
コ
ー

ス
」
で
毎
週
の
講
義
の
中
で
研
究

の
進
め
方
や
心
構
え
を
教
わ
り
、

実
際
に
各
自
で
研
究
を
行
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
喜
界
島
、
あ

る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
日
本
全
国
・

海
外
か
ら
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

夏
の
サ
ン
ゴ
礁
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
プ
は
サ
ン
ゴ
塾
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
一
環
で
も
あ
り
、
研
究

者
と
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

大
学
生
、
大
学
院
生
が
研
究
チ
ー

ム
を
結
成
し
て
、
チ
ー
ム
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
調
査
・
研
究
を
行
い
ま

す
。
昨
年
は
台
風
の
影
響
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
熱
中
し

て
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

研
究
コ
ー
ス
で
は
喜
界
島
で
取

り
組
ん
だ
調
査
結
果
を
日
々
の
講

義
で
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
今
年

度
は
６
名
の
塾
生
が
11
月
に
仙
台

で
行
わ
れ
た
サ
ン
ゴ
礁
学
会
で
研

究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
塾
は
科
学
技
術
振
興
機

構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー

育
成
塾
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
喜

界
町
の
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年

生
は
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
来

年
度
の
塾
生
の
募
集
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

今
年
も

今
年
も

サ
ン
ゴ
の
日
に

サ
ン
ゴ
の
日
に

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！ 

　

昨
年
の
３
月
４
日
・
５
日
に
開
催

し
た
「
サ
ン
ゴ
の
日
」
の
お
祭
り
を
、

今
年
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
！
サ
ン
ゴ
研
で
は
「
サ
ン
ゴ
の

日
」
に
ち
な
ん
で
『
サ
ン
ゴ
と
ア
ー

ト
の
お
ま
つ
り
』
を
作
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
数
々
の
国

際
賞
を
受
賞
し
て
い
る
人
形
劇
師
・

沢
則
行
氏
に
よ
る
人
形
劇
の
公
演

と
、
坂
嶺
小
学
校
区
で
は
お
面
づ

く
り
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ン
ゴ
の
日
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
た
「
喜
界
島
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
２
２
」
の
受
賞
式
で

は
、
特
別
審
査
員
と
し
て
写
真
家

の
大
杉
隼
平
氏
が
来
島
し
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
写
真
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
中
間
集
落
で
は
、
冒
険
家

の
石
川
仁
氏
に
監
修
し
て
い
た
だ

き
、
草
の
家
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
じ
く
中
間
の
ビ
ー
チ
で
実
施

し
た
島
サ
ウ
ナ
は
、
テ
ン
ト
を
使
っ

て
喜
界
島
の
植
物
と
サ
ン
ゴ
礁
の
水

風
呂
で
サ
ウ
ナ
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
『
サ
ン
ゴ
祭
り
』

を
開
催
し
、
完
成
し
た
草
の
家
の

披
露
と
と
も
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

方
々
に
よ
る
島
唄
な
ど
の
音
楽
ラ
イ

ブ
や
、
集
落
の
方
々
に
八
月
踊
り
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
も
サ
ン
ゴ
の
日
と

し
て
、『
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
』
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
研
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
て

い
く
の
で
、
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！

３
月
２
日
開
催
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
ナ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

■
応
募
条
件
：
喜
界
島
⺠
の
方
、

　

練
習
・
本
番
に
参
加
で
き
る
方

★
年
齢
・
経
験
問
わ
ず
誰
で
も
大
歓

迎
！
親
子
で
の
参
加
も
OK
！

■
練
習
日
程
：
１
月
下
旬
～
本
番
ま

で
の
週
末（
週
１
回
・
全
５
回
）

■
募
集
人
数
：
10
名
程
度（
先
着
順
）

■
応
募
締
切
：
１
月
31
日（
水
）

■
申
込
方
法

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

　

☎
０
９
９
７-

66-

０
２
０
０

　

①
名
前　

②
学
年

　

③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　

も
し
く

は
QR
コ
ー
ド

の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か

ら
。

20



•
•
•

アリモドキゾウムシ根絶のために
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～インボイス登録による消費税申告について～～インボイス登録による消費税申告について～

３月８日（金）に大島税務署が来島し、消費税申告の作成支援を行いますので、

作成支援が必要な方は、必ず、３月８日に役場多目的室にお越しください。

（時間：午前９時～午後３時）

軽減・インボイスコールセンター
（消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター）

消費税の軽減税率制度及びインボイス制度に関する一般的なご質問やご

相談を受け付けています。

電話番号　0120-205-553（無料）

受付時間　９：00 ～ 17：00（土日祝除く）

音声ガイダンスに沿ってお知りになりたい内容の番号を選択してください。

○ 　税務署での面接による個別相談（関係書類等により具体的な事実等を確認させていただ

く必要のある相談）を希望される方は、あらかじめ電話により面接日時等を予約していた

だくこととしておりますので、ご協力をお願いします。ご予約の際は、最寄りの税務署に

お電話いただき、音声ガイダンスに沿って「２」を選択してください。

　軽減税率制度及びインボイス制度に関する情報に

ついては、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

の「消費税の軽減税率制度・適格請求書等保存方式（い

わゆるインボイス制度）をご覧ください。
こちらからも可能

帳簿・請求書な
どの記載事項に
ついて知りたい方

→「２」

その他の軽減税率制
度・インボイス制度
について知りたい方

→「３」

インボイス制度の
登録申請手続に
ついて知りたい方

→「１」
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見舞金
最高

（死亡の場合）

年間掛金

500円 100万円

市町村

鹿児島県市町村総合事務組合

ひとり年額500円です。途中加入も同額です。

災害見舞金

申込みは３月中に市町村等へ
共済期間 ：令和６年４月１日～翌年３月３１日

１等級…100万円　 ２等級…18万円　 ３等級…13万5千円　 ４等級…11万5千円　 ５等級…9万5千円
６等級…7万5千円　 ７等級…5万5千円　 ８等級…3万5千円　 ９等級…2万5千円

申込期間を過ぎても途中加入できます。
詳しくは、市町村窓口でおたずね下さい。

家族みんなで加入しましょう！

交通災害共済

掛

金は
おひと

り年額500円！
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080-6421-7422）
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令和６年度児童クラブ入会の申込みについて令和６年度児童クラブ入会の申込みについて
【受付期間】令和６年２月 13 日（火）～令和６年２月 29 日（木）

※ 令和６年４月１日入会希望の方は、必ずこの期間内に申込みをして下

さい。

【受付時間】午前８時 30 分～午後５時 15 分

【受付場所】役場保健福祉課　

※申込用紙は、各児童クラブ・保健福祉課に準備しています。

【対 象】①町内に住所を有する小学校１年生～６年生までの児童

②保護者の就労・疾病等の理由により、昼間保護者が家庭にいない児童

【入会基準】次のいずれかに該当する場合

・就労

・妊娠、出産

・就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）

・親族の介護、看護

・保護者の疾病、障害

・その他上記に類する状態として喜界町が認める場合

※詳しくは役場保健福祉課（☎ 65-3685）へお問い合わせ下さい。

喜
界
島

喜
界
島

　

み
ら
い
会
議

　

み
ら
い
会
議

　

島
に
帰
っ
た
生
島
常
範
、
図
書
館
長
・
政
井

平
進
、
同
職
員
・
得
本
拓
、
こ
の
三
人
が
図
書

館
で
顔
を
合
わ
せ
て
、
喜
界
島
の
勉
強
会
を
作

ろ
う
と
思
い
を
一
つ
に
し
た
の
が
一
九
九
二
年

頃
。
当
時
は
喜
界
町
誌
を
作
る
べ
く
地
元
と
外

部
の
編
纂
委
員
の
会
議
が
も
た
れ
、
ま
た
大
学

の
研
究
者
な
ど
が
頻
繁
に
来
島
し
、
島
民
向
け

講
座
講
演
も
開
か
れ
た
。
島
の
歴
史
・
民
族
・

言
語
・
考
古
学
等
に
明
る
い
八
名
で
喜
界
島
郷

土
研
究
会
が
発
足
し
た
の
は
一
九
九
五
年
八
月

の
初
め
。
元
教
員
が
多
数
を
占
め
、
喜
界
島
・

奄
美
群
島
の
多
分
野
の
事
を
調
査
研
究
し
、
発

表
の
機
会
を
設
け
、
互
い
に
見
識
を
深
め
る
活

動
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
新
会
員
の
加
入
、
退

会
に
よ
る
会
員
数
の
増
減
を
見
な
が
ら
現
在
に

至
る
。

　

会
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
の
知
識
を

相
互
の
も
の
と
し
、
更
に
深
め
発
信
す
る
場
と

し
て
い
た
。
外
部
の
専
門
家
の
来
島
の
際
に
は

可
能
な
限
り
講
演
を
お
願
い
し
、
研
鑽
を
重
ね

た
。
島
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
、言
っ
て
み
れ
ば
「
喜

界
学
」
を
学
び
、
深
め
構
築
し
、
島
の
人
に
も

広
く
伝
え
る
活
動
を
し
て
来
た
と
云
え
よ
う
。

二
〇
〇
〇
年
過
ぎ
か
ら
の
「
城
久
遺
跡
群
」
の

本
格
的
な
発
掘
に
関
連
し
て
二
〇
〇
五
年
第
一

回
喜
界
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
・
中
世
の
キ

カ
イ
ジ
マ
」、
二
〇
〇
七
年
第
二
回
「
古
代
・
中

世
の
境
界
領
域
」
へ
の
全
面
協
力
、
二
〇
〇
八

年
「
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
会
大
会
」
の
共
催
、

二
〇
〇
九
年
「
薩
摩
侵
攻
四
〇
〇
年
」
の
自
主

開
催
は
大
い
に
会
の
存
在
感
を
示
し
た
と
云
え

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
関
連
し
て
西
郷
隆

盛
・
村
田
新
八
に
つ
い
て
の
公
開
発
表
会
も
行
っ

た
。
町
教
育
委
員
会
委
託
の
二
〇
一
四
年
度
の

歴
史
民
俗
資
料
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

既
存
展
示
物
の
分
別
再
展
示
は
勿
論
、
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
や
民
間
の
貴
重
な
品
々
を
収
集

展
示
も
し
た
。
荒
木
出
身
の
音
楽
家
「
久
保
け

ん
お
」の
資
料
整
理
展
示
、調
査
講
演
も
行
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
か
ら
「
い
し
づ
み
」
を
発
行
し
、

そ
れ
ま
で
は
発
表
資
料
の
配
布
だ
け
だ
っ
た
も

の
か
ら
、
外
部
へ
の
活
動
報
告
、
研
究
発
表
の

蓄
積
が
で
き
た
。
こ
れ
は
事
務
局
長
を
務
め
た

北
島
公
一
氏
の
功
績
に
よ
る
（
現
在
休
刊
中
）。

二
〇
一
九
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
会
と
し

て
は
休
止
状

態
な
が
ら
、
今

の
数
少
な
い

会
員
個
々
が
、

関
連
分
野
で

活
発
な
活
動

を
し
て
い
る
。

　

※ 

み
ら
い
会
議
は
、
喜
界
島
で
活
動
す
る
団

体
の
方
々
が
お
互
い
を
知
り
、
喜
界
島
の

未
来
を
考
え
る
会
議
で
す
。

喜
界
島
郷
土
研
究
会

　
　

暫
定
会
長
　

高
坂
嘉
孝
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福
士
　

大
地

濵
上
　

正
章

八
木
　

希

初
川
　

匡
義

上
村
　

徳
夫

石
塚
　

英
明

若
原
　

春
治

杉
浦
　

麻
樹

三
浦
　

栄
治

井
上
　

剛
文

井
上
　

大
志

金
井
　

祐
樹

加
納
　

久
孝

八
巻
　

伸
明

田
向
　

武
人

松
本
　

侑
也

福
岡
　

和
文

澤
田
　

哲

塩
月
　

健
治

開
　

陽
子

新
田
　

成
人

神
奈
川
県
逗
子
市

千
葉
県
袖
ケ
浦
市

東
京
都
豊
島
区

岡
山
県
岡
山
市

兵
庫
県
明
石
市

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

岐
阜
県
岐
阜
市

神
奈
川
県
横
浜
市

千
葉
県
市
川
市

東
京
都
大
田
区

愛
媛
県
松
山
市

神
奈
川
県
藤
沢
市

東
京
都
多
摩
市

千
葉
県
松
戸
市

兵
庫
県
明
石
市

千
葉
県
松
戸
市

神
奈
川
県
横
浜
市

愛
知
県
常
滑
市

大
阪
府
茨
木
市

東
京
都
練
馬
区

神
奈
川
県
横
浜
市

早
瀬
　

元
之

奥
村
　

泰
也

小
林
　

実
幸

彦
坂
　

啓
介

東
　

繁
三

久
保
　

孝
彦

文
園
　

裕
子

杉
山
　

聡
一

杉
本
　

徹

小
澤
　

美
貴

田
中
　

健
一

鈴
木
　

由
美
子

畠
山
　

和
彦

米
山
　

武
司

生
　

将
大

斉
藤
　

邦
彦

福
原
　

祐
雅

林
　

貞
次
郎

佐
々
木
　

伸
夫

村
岡
　

学

平
　

仁
司

小
原
　

理

粟
根
　

尚
子

小
川
　

高
志

栄
　

忠
行

小
林
　

大
輔

小
泉
　

一
美

木
村
　

純
二

愛
知
県
名
古
屋
市

愛
知
県
名
古
屋
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
中
央
区

兵
庫
県
尼
崎
市

大
阪
府
豊
中
市

東
京
都
目
黒
区

静
岡
県
三
島
市

兵
庫
県
西
宮
市

岐
阜
県
岐
阜
市

長
野
県
長
野
市

群
馬
県
玉
村
町

神
奈
川
県
藤
沢
市

東
京
都
足
立
区

埼
玉
県
朝
霞
市

東
京
都
世
田
谷
区

埼
玉
県
蕨
市

東
京
都
練
馬
区

石
川
県
金
沢
市

東
京
都
文
京
区

島
根
県
松
江
市

兵
庫
県
豊
岡
市

東
京
都
町
田
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

大
阪
府
寝
屋
川
市

千
葉
県
千
葉
市

神
奈
川
県
相
模
原
市

東
京
都
大
田
区

大
倉
　

朋
子

金
城
　

み
ど
り

大
高
　

ゆ
み
子

向
井
　

豊
一
郎

高
野
　

哲
朗

向
井
　

孝
暢

徳
本
　

ひ
と
み

友
田
　

英
助

堀
江
　

康
明

井
上
　

昭
仁

榮
　

文
夫

吉
田
　

裕
行

松
本
　

浩

本
多
　

純

遠
藤
　

ゆ
き
子

國
井
　

隆

門
井
　

正
則

佐
藤
　

辰
雄

田
場
　

剛

大
友
　

康
一

本
田
　

勝
規

栗
林
　

正
人

松
崎
　

達
也

宮
崎
　

淳

高
　

敏
嗣

武
藤
　

正
樹

藤
本
　

哲
也

久
保
　

修

東
京
都
調
布
市

埼
玉
県
所
沢
市

高
知
県
香
南
市

大
阪
府
富
田
林
市

東
京
都
世
田
谷
区

千
葉
県
流
山
市

香
川
県
小
豆
島
町

東
京
都
八
王
子
市

東
京
都
墨
田
区

神
奈
川
県
座
間
市

北
海
道
札
幌
市

三
重
県
多
気
町

東
京
都
大
田
区

東
京
都
世
田
谷
区

東
京
都
文
京
区

東
京
都
練
馬
区

神
奈
川
県
相
模
原
市

神
奈
川
県
川
崎
市

千
葉
県
四
街
道
市

大
阪
府
大
阪
市

龍
郷
町

富
山
県
富
山
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

東
京
都
町
田
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

千
葉
県
市
原
市

岐
阜
県
養
老
町

兵
庫
県
宍
粟
市

邦
　

芳
雅

久
保
田
　

隆
生

伊
藤
　

金
一

青
沼
　

宏

髙
久
　

多
美
男

加
藤
　

末
昭

岡
本
　

敏
子

岡
本
　

雅
範

川
畑
　

政
人

三
宅
　

理

鷲
谷
　

真
紗
美

砂
金
　

達

村
上
　

賢
太

大
熊
　

健
人

中
得
　

純

萬
方
　

雄
介

戸
塚
　

雄
一

大
脇
　

弘

本
田
　

博
之

図
師
　

武

高
野
　

昭
一

次
呂
久
　

英
臣

永
井
　

道
利

永
松
　

伊
織

木
部
　

浩
尚

守
山
　

秀
人

下
田
　

潤
一

金
子
　

弘

三
浦
　

陽
子

中
村
　

洋
祐

露
崎
　

多
加
夫

中
　

か
ず
み

高
島
　

梓

大
跡
　

早
苗

小
川
　

清
隆

水
田
　

肇

萩
原
　

憲
一

上
原
　

和
吉

土
屋
　

聡

坂
元
　

義
孝

吉
本
　

ち
ほ

橋
本
　

徹

宮
下
　

裕
敬

林
　

陽
子

射
場
　

治
郎

高
橋
　

久

高
橋
　

広
司

清
水
　

道
男

重
見
　

英
明

長
井
　

勇
樹

常
盤  

義
男

大
阪
府
堺
市

福
岡
県
久
留
米
市

茨
城
県
常
総
市

東
京
都
豊
島
区

東
京
都
渋
谷
区

千
葉
県
千
葉
市

兵
庫
県
神
戸
市

兵
庫
県
神
戸
市

大
阪
府
大
阪
市

兵
庫
県
神
戸
市

埼
玉
県
川
越
市

東
京
都
北
区

大
阪
府
大
阪
市

佐
賀
県
佐
賀
市

大
阪
府
泉
佐
野
市

東
京
都
江
東
区

東
京
都
練
馬
区

兵
庫
県
神
戸
市

長
崎
県
諫
早
市

大
阪
府
河
内
長
野
市

東
京
都
東
村
山
市

宮
城
県
仙
台
市

神
奈
川
県
横
浜
市

福
岡
県
福
岡
市

山
口
県
下
関
市

千
葉
県
千
葉
市

東
京
都
練
馬
区

東
京
都
中
野
区

東
京
都
台
東
区

北
海
道
札
幌
市

愛
知
県
名
古
屋
市

奄
美
市

千
葉
県
市
川
市

愛
知
県
一
宮
市

愛
知
県
春
日
井
市

神
奈
川
県
鎌
倉
市

神
奈
川
県
逗
子
市

茨
城
県
牛
久
市

神
奈
川
県
横
浜
市

宮
崎
県
宮
崎
市

福
岡
県
福
岡
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

青
森
県
三
沢
市

東
京
都
新
宿
区

大
阪
府
豊
中
市

新
潟
県
長
岡
市

岡
山
県
岡
山
市

三
重
県
名
張
市

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
足
立
区

東
京
都
八
王
子
市

ふるさと納税ふるさと納税
　　　　（敬称略）

R5.11.16 ～ 12.15 申込分

・寄付者合計　  1,427 名

・広報掲載希望　  130 名

当月合計： 19,585,500 円

今年度累計：122,987,000 円

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す
！
す
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のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

発表会 （12 月３日）発表会 （12 月３日）
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喜界町の住民基本台帳人口
（令和６年１月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,672 戸（2）

人 口  ・・・・ 6,410 人（▲ 8）

男   ・・・・ 3,157 人（▲ 6）

女   ・・・・ 3,253 人（▲ 2）
（　）は前月比、▲はマイナス

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（１月）
【税】町県民税第４期・国民健康保険税

第５期・後期高齢者保険料５期・介護保

険料５期　１/31 まで

【使用料】１月分上下水道道使用料・公

営住宅使用料・保育料　１/31 まで

役場１階会計又はお近くの金融機関で納
めてください。納入はお早めに ! !

<

萌
葉
会>

同
じ
高
嶺
の
月
を
見
る
か
な
今
ま
さ
に　

ホ
ー
ム
暮
ら
し
の
月
を
仰
げ
る

怯
え
る
瞳め

戦
地
の
空
は
炎ひ

と
化
し
て　

悲
痛
な
叫
び
終
戦
願
う

同
窓
の
忘
年
会
は
歌
や
踊
り
と　

大
盛
況
で
賑
や
か
な
り
き

湯
ぶ
ね
よ
り
眺
め
る
月
の
冴さ

え
ざ
え々

と　

忙せ
わ

し
く
過
ぎ
る
今
年
を
想
う

透
き
と
お
る
サ
シ
バ
の
声
の
空
高
く　

哀
調
を
帯お

び
初
冬
を
伝
え
る

木
枯
ら
し
の
行
方
追
い
つ
つ
わ
れ
フ
ァ
ン
の　

大
谷
翔
平
の
移
籍
気
に
な
る

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

第 17 回混成壮年９人制バレーボール大会第 17 回混成壮年９人制バレーボール大会
ドラミちゃんず （昭和 51 年生） ３連覇ドラミちゃんず （昭和 51 年生） ３連覇

多くの方の参加を多くの方の参加を
　　　　　お待ちしております　　　　　お待ちしております

写真は提供

　12 月３日町体育館で、令和５年

度第 17 回混成壮年９人制バレーが

開催され、ドラミちゃんず（昭和

51 年生）が見事３連覇を果たした

（全７チーム出場）。

　本大会は、40 歳以上のチームが

対象で、年代でＡ級・Ｂ級とクラス

を分けて実施しているが、Ｂ級に関

しては今年度を含め３年間実施で

きていない状況。それを受け事務

局は、来年度以降は実施時期や競

技変更（ソフトバレーボール）も視

野に検討を行っていく。」とのこと。

（
敬
称
略
）

氏　

名　
　

（
住
所
等
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

菊
地
　

佳
祐

大
岡
　

千
里

（
中
里
）

（
中
里
）

岩
﨑
　

大
雅

郡
山
　

乃
愛

（
赤
連
）

（
赤
連
）

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

梅
田
　

忠
治

原
田
　

由
紀
子

廣
　

里
美

寔
　

恵
久

西
村
　

幸
枝

里
　

光

諸
岡
　

春
美

今
家
　

英
政

上
嘉
鉄

中
里

上
嘉
鉄

上
嘉
鉄

大
朝
戸

阿
伝

川
嶺

小
野
津

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

寔
　

勝
哉

西
村
　

義
一

里
　

明

諸
岡
　

信
義

上
田
　

斉

（
66
才
・
上
東
）

（
83
才
・
大
朝
戸
）

（
97
才
・
阿
伝
）

（
73
才
・
川
嶺
）

（
92
才
・
城
久
）

■
一
般
寄
付
金

38
年
生
卯
辰
会
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
.１

Ｖ
ｏｌ．６

７
９

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http：
//w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和６年２月１日～２月 29 日迄）（令和６年２月１日～２月 29 日迄）

お正月あれこれお正月あれこれ●については保健福祉課（65-3685）へ
●は図書館（65-0962）へお問い合わせください

■
編
集
後
記
■

　

先
月
号
の
暗
号
の
答
え
合
わ
せ
で
す
。

各
行
の
10
文
字
目
を
左
か
ら
読
む
と
、
文

末
に
変
換
し
た
答
え
に
な
り
ま
す
。
漢

字
表
記
で
き
る
の
に
、
ひ
ら
が
な
に
す

る
よ
う
な
こ
と
で
し
か
作
れ
な
か
っ
た

の
で
、
次
は
違
和
感
が
無
い
よ
う
な
文

章
の
中
に
暗
号
を
い
れ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
元
日
か
ら
能
登
地
方
で
発

生
し
た
地
震
や
津
波
に
遭
わ
れ
た
方
が
、

一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

● 特別資料
　整理休館
　（～４日まで）

4 5 6 7 8 9 10

●休館日 ●内科診療
　（～７日まで）
　【診療８：30】

●古本市
　【10：00】

11 12 13 14 15 16 17

建国記念の日
●古本市
　【10：00】
●おはなし会
　【11：00】
●内科診療
　（～14日まで）
　【診療８：30】

振替休日
●休館日

●３歳児半健診

　【すこ13：15】

●おはなし会
　【14：00】

18 19 20 21 22 23 24

●休館日
●母子相談
　【子育11：00】

天皇誕生日

25 26 27 28 29
●おはなし会
　【11：00】
●内科診療
　（～28日まで）
　【診療８：30】

●休館日

はたちの妹たちはたちの妹たちはたちたちはたちたち
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